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現
代
政
治
学
に
お
け
る
有
効
な
概
念
で
あ
る
「
政
治
体
系
」
は
、
ま
す
ま
す

そ
の
内
容
を
豊
か
に
し
な
が
ら
発
展
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
本
書

は
、
そ
の
概
念
に
よ
る
分
析
的
諸
様
相
の
交
通
整
理
を
は
た
す
目
的
で
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
著
者
は
こ
の
概
念
が
、
政
治
研
究
者
の
社
会
学
的

知
識
の
欠
如
に
よ
つ
て
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
る
契
機
が
不
足
し
て
い
る
現
実

を
意
識
し
て
．
啓
蒙
に
努
め
る
意
図
も
表
明
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
分
野

に
十
分
な
知
識
と
理
解
を
も
つ
て
い
る
研
究
者
に
は
目
新
し
い
も
の
は
ま
つ
た

く
提
出
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
著
者
の
意
図
は
十
分
な
意
義
を
あ
た
え
ら
れ
る

べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
※

　
第
一
章
コ
般
概
念
」
で
は
、
H
・
M
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
「
社
会
学
」
　
（
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
九
九
二
）

鍔
き
ぎ
8
戸
勿
8
ミ
8
隅
鉢
○
っ
毬
蛛
§
§
織
。
～
ミ
ミ
罠
禽
§
き
声
錯
8
）
に
よ
り
つ

つ
、
構
造
ー
機
能
的
パ
タ
！
ン
変
数
分
析
を
政
治
体
系
と
の
関
連
で
説
明
し
、

一
般
社
会
学
理
論
で
用
い
ら
れ
て
い
る
社
会
体
系
と
そ
の
下
位
体
系
の
定
義
が

説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
体
系
は
、
下
位
体
系
な
い
し
下
位
集
団
、
さ

ま
ざ
ま
な
型
の
役
割
、
役
割
体
系
、
規
制
的
規
範
、
文
化
価
値
に
よ
つ
て
構
成

さ
れ
る
の
だ
が
、
社
会
体
系
を
経
験
的
に
認
識
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
信
条
、
基

準
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
共
有
に
よ
つ
て
、
最
少
限
度
の
補
充
的
期

待
に
も
と
づ
い
て
他
の
人
び
と
と
相
互
に
作
用
し
て
い
る
人
間
で
あ
る
。
さ
ら

に
分
析
的
に
は
、
社
会
体
系
は
、
パ
タ
ー
ン
維
持
と
緊
張
処
理
、
適
応
、
目
標

達
成
、
お
よ
び
統
合
の
四
機
能
的
側
面
で
把
握
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
体

　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ァ
ロ
セ
ク
タ
こ
ロ
シ
ス
テ
ム

系
は
分
析
的
に
は
四
面
体
系
と
し
て
設
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら

ば
．
政
治
体
系
の
場
合
は
ど
う
か
。
た
と
え
ば
W
・
C
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、
目
標

獲
得
機
能
に
第
一
次
的
な
力
点
を
お
く
し
、
F
・
X
・
サ
ヅ
ト
ソ
は
．
政
治
制
度

と
社
会
的
統
合
を
強
調
す
る
の
だ
が
、
か
れ
ら
の
理
論
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の

は
、
こ
の
力
点
の
差
異
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
四
機
能
の
側
面
が
「
体
系
」
的
に
は
、

平
等
に
認
識
的
意
義
を
も
つ
し
、
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
は
問
題
が

な
い
。
だ
か
ら
、
機
能
を
想
定
す
る
場
合
に
は
同
時
に
構
造
の
存
在
も
確
認
さ

れ
る
の
だ
し
、
か
く
し
て
、
社
会
の
四
機
能
的
側
面
に
関
連
す
る
構
造
の
分
化

と
融
合
の
種
類
と
程
度
の
理
解
に
、
研
究
の
主
眼
点
が
お
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
種
の
体
系
の
比
較
に
は
、
T
・
パ
ー
ソ
ソ
ズ
流
の
バ
タ
ー
ン
変
数
分
析

が
有
効
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
感
情
性
ー
感
情
中
立
性
、
自
己
中
心
的
な
志

向
ー
集
合
体
中
心
的
な
志
向
、
普
遍
主
義
－
個
別
主
義
、
限
定
性
ー
無

限
定
性
、
業
績
本
位
ー
所
属
本
位
で
あ
る
が
、
著
者
は
さ
ら
に
、
S
・
M
・
リ



プ
セ
ッ
ト
の
道
具
的
i
完
成
的
、
平
等
主
義
－
ー
エ
リ
ー
ト
主
義
の
パ
タ
ー

ソ
変
数
を
追
加
す
る
．
同
時
に
こ
の
分
析
方
法
が
、
西
欧
－
ー
非
西
欧
と
い
つ

た
対
照
性
を
誇
張
す
る
に
い
た
る
可
能
性
が
い
ま
し
め
ら
れ
る
。

　
第
二
章
「
政
治
文
化
」
政
治
学
に
文
化
概
念
を
積
極
的
に
導
入
し
た
人
び

と
に
共
通
し
た
基
本
的
認
識
は
、
政
治
構
造
の
機
能
は
、
価
値
と
態
度
の
セ
ッ

テ
ィ
ソ
グ
i
政
治
的
志
向
の
点
で
理
解
さ
れ
る
．
と
い
う
次
元
に
あ
つ
た
。

そ
の
場
合
の
間
題
は
、
政
治
的
態
度
、
政
治
的
価
値
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
国
民

的
性
格
、
と
い
つ
た
政
治
体
系
に
組
み
い
れ
ら
れ
て
い
る
意
味
と
目
的
の
セ
ッ

ト
を
い
か
に
し
て
科
学
的
に
把
握
す
る
か
で
あ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
の
提
出
し
た

枠
組
で
は
、
政
治
文
化
は
、
政
治
的
志
向
、
す
な
わ
ち
政
治
体
系
と
そ
の
構
成

部
分
へ
の
態
度
、
体
系
内
の
自
我
の
役
割
へ
の
態
度
と
し
て
定
義
さ
れ
た
。
あ

る
国
の
政
治
文
化
と
は
、
政
治
的
客
体
へ
の
こ
の
志
向
の
諸
類
型
の
特
殊
な
配

置
状
況
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
志
向
は
、
認
識
的
、
感
情
的
．
評
価

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
エ
ネ
ラ
ル
コ
ゼ
リ
テ
イ
カ
ル
じ
ン
ス
テ
ム

的
の
三
次
元
で
捕
捉
さ
れ
、
そ
の
対
象
は
、
総
体
的
政
治
体
系
、
そ
の
構

成
部
分
（
こ
れ
は
、
e
立
法
部
、
執
行
部
、
官
僚
制
、
政
党
の
よ
う
な
特
定
の
役

割
や
構
造
、
⇔
役
割
担
当
者
、
臼
公
共
政
策
、
決
定
な
い
し
執
行
、
と
さ
れ
、
こ
う

し
た
要
素
は
さ
ら
に
政
治
的
な
い
し
入
力
過
程
と
、
行
政
的
な
い
し
出
力
過
程
に
分

類
さ
れ
る
）
、
お
よ
び
政
治
的
行
為
者
と
し
て
の
自
我
へ
の
志
向
、
に
か
か
わ
る

と
知
識
的
に
確
認
さ
れ
な
お
す
。

　
こ
の
認
識
か
ら
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
政
治
文
化
の
純
粋
型
を
、
地
方
型
、
臣
民

型
、
参
加
型
に
類
型
化
し
、
こ
の
純
粋
型
は
さ
ら
に
現
実
化
さ
れ
．
シ
ス
テ
、
・
・

ッ
ク
に
混
合
さ
れ
た
政
治
文
化
と
し
て
、
地
方
ー
臣
民
型
、
臣
民
ー
参
加
型
、
地

方
－
参
加
型
と
定
礎
さ
れ
る
．
政
治
構
造
と
政
治
文
化
と
の
関
連
の
問
題
は
、
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通
般
的
に
、
地
方
型
ー
伝
統
的
政
治
構
造
、
臣
民
型
－
集
権
的
．
権
威
主
義
的

政
治
構
造
、
参
加
型
－
民
主
主
義
的
政
治
構
造
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
（
し
か
し
、

政
治
体
系
は
固
定
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
構
造
と
文
化
は
、
こ
の
種
の
関
連
型

が
妥
当
し
な
い
場
合
を
想
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
．
）
以
上
の
よ
う
な
分
析
ス

キ
ー
ム
か
ら
、
政
治
体
系
は
、
構
造
・
機
能
的
特
性
と
、
文
化
的
、
下
位
文
化

的
、
役
割
文
化
的
特
性
に
よ
つ
て
、
比
較
可
能
の
水
準
に
の
ぽ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
政
治
体
系
の
類
型
学
」
で
著
者
は
・
こ
れ
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
政

治
体
系
の
分
類
の
諸
方
式
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
分
野
で
の
知
的
認
識
の
発
展
過

程
を
あ
と
づ
け
る
。
そ
の
場
合
政
治
体
系
の
分
類
基
準
と
し
て
、
権
威
の
本
質

な
い
し
正
当
性
根
拠
が
と
ら
れ
る
場
合
が
多
い
と
指
摘
が
な
さ
れ
る
。
か
く
し

て
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
三
理
念
型
が
変
型
さ
れ
る
だ
け
で
終
了
し
て
し
ま
う
の
だ

が
、
著
者
は
と
り
わ
け
「
カ
リ
ス
マ
的
支
配
」
を
間
題
と
し
た
K
・
ラ
ッ
ト
ラ

ム
に
よ
る
指
摘
、
「
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
『
役
割
』
を
分
析
す
る
試
み
は
、

概
し
て
思
惟
に
も
と
づ
い
て
い
る
し
、
こ
れ
ら
指
導
者
を
生
み
だ
し
、
機
能
さ

せ
る
環
境
に
注
意
を
む
け
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
（
零
国
象
ひ
声
β
9
醇
一
弩
餌

貰
含
零
一
三
8
一
富
豊
零
吟
凶
㌘
、
箋
誉
匙
の
盲
§
舜
お
鐸
）
を
重
視
し
て
い
る
。

　
パ
タ
ー
ン
変
数
分
析
と
政
治
文
化
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
、
構
造
と
文
化
の

関
連
性
の
程
度
を
識
別
し
て
、
類
型
論
を
展
開
す
る
研
究
者
は
、
政
治
体
系
を

社
会
体
系
の
下
位
体
系
と
し
て
捉
え
る
の
だ
が
、
著
者
は
こ
の
初
期
の
試
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ラ
リ
ア
　
イ
ン
ダ
ス
ト
ソ
ア

重
大
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
F
・
X
・
＋
ッ
ト
ン
の
農
業
型
と
工
業
型

を
と
り
あ
げ
る
。
農
業
型
は
、
e
所
属
本
位
・
個
別
主
義
・
無
限
定
的
な
相
互

作
用
、
の
安
定
し
た
地
域
集
団
と
限
定
的
な
社
会
移
動
、
◎
比
較
的
単
純
で
安

定
し
た
職
業
的
分
化
、
四
イ
ン
パ
ク
ト
が
集
中
的
効
果
を
あ
げ
な
い
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
　
　
　
、
九
九
三
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評

デ
イ
フ
エ
レ
ン
ノ
ヤ
ル

「
身
分
的
」
階
層
化
体
系
、
を
特
性
と
す
る
強
度
の
農
業
経
済
を
基
礎
と
す

る
社
会
型
だ
が
、
工
業
型
は
、
e
普
遍
主
義
・
専
門
的
・
業
績
本
位
的
規
範
の

支
配
、
⇔
高
度
の
社
会
移
動
、
臼
他
の
社
会
構
造
か
ら
分
離
し
た
十
分
に
発
展

を
と
げ
た
職
業
体
系
、
㊨
職
業
的
業
績
本
位
の
普
遍
的
類
型
に
も
と
づ
い
た
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
シ
エ
ド
シ
ヨ
ン

等
主
義
的
階
級
体
系
、
㊨
組
織
団
体
が
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
機

能
的
に
専
門
分
化
し
、
所
属
本
位
的
で
な
い
構
造
を
も
つ
た
社
会
型
で
あ
る
。

こ
う
し
た
二
分
法
は
も
ち
ろ
ん
、
理
念
型
と
し
て
の
み
存
在
意
義
が
あ
る
の

で
、
現
実
的
に
あ
ら
ゆ
る
社
会
体
系
は
移
動
型
と
し
て
認
識
す
る
た
め
の
必
要

な
準
備
作
業
と
し
て
の
意
義
を
了
解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
流
れ
を
発
展
さ
せ
た
の
が
F
・
W
・
リ
ッ
グ
ス
の
類
型
化
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
う
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ユ
ロ
ズ
ド
じ
ソ
サ
エ
テ
イ

リ
フ
ラ
ク
テ
ツ
ド

彼
は
社
会
の
機
能
的
分
化
の
程
度
を
基
準
と
し
て
、
溶
合
社
会
、
屈
　
折

ソ
サ
エ
テ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヘ

社
会
、
プ
リ
ズ
ム
社
会
を
設
定
す
る
。
溶
合
は
、
す
べ
て
の
機
能
が
一
元
化
さ

れ
、
屈
折
は
、
ど
の
機
能
に
も
対
応
し
て
専
門
分
化
さ
れ
た
構
造
を
も
ち
、
プ

リ
ズ
ム
は
、
こ
の
両
者
の
中
間
項
で
あ
る
。
リ
ッ
グ
ス
は
こ
の
中
間
項
の
社
会

の
特
性
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
他
の
二
類
型
が
理
解
さ
れ
る
と
し
て
、
努
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ユ
　
ジ
ヨ
ン

重
ね
る
の
だ
が
．
こ
の
着
眼
は
さ
ら
に
ア
ー
モ
ン
ド
に
よ
つ
て
、
融
　
合
、

ア
イ
ソ
レ
ロ
ノ
ヨ
ン
　
　
イ
ン
コ
ド
ポ
レ
ド
シ
ヨ
ン

隔
絶
、
合
　
同
の
三
類
型
に
展
開
さ
れ
る
。
ラ
・
パ
ロ
ン
バ
ラ
が
政

治
体
系
と
政
治
変
動
と
の
関
連
を
求
め
る
に
当
つ
て
提
出
し
た
分
析
基
準
も
こ

の
系
列
に
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、
価
値
の
権
威
的
配
分
と
し
て
の
政
治
機
能
の

遂
行
に
か
か
わ
る
制
度
の
構
造
分
化
の
程
度
、
社
会
内
で
の
政
治
活
動
が
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
グ
ニ
チ
ユ
ヱ
ド

活
動
に
た
い
し
て
し
め
る
割
合
と
し
て
の
活
動
量
、
政
治
的
補
充
と
役
割
分
化

に
適
用
さ
れ
た
業
績
本
位
的
志
向
の
程
度
、
政
治
機
能
遂
行
上
の
世
俗
化
と
合

理
性
の
程
度
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
　
　
　
（
九
九
四
）

　
次
に
と
り
あ
げ
る
の
は
、
S
・
N
・
ア
イ
ゼ
ソ
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
あ
る
。
彼
が

政
治
体
系
の
よ
り
包
摂
的
分
類
を
基
準
化
し
た
項
目
は
、
e
主
た
る
政
治
活
動

が
、
専
門
的
役
割
に
組
織
化
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
分
化
し
て
い
る
程
度
、
⇔

右
に
関
連
し
て
、
政
治
活
動
が
特
殊
集
団
化
さ
れ
、
あ
る
い
は
特
殊
集
団
化
さ

れ
て
い
な
い
程
度
、
㊧
政
治
体
の
目
標
、
㊨
社
会
に
お
け
る
正
当
化
と
制
裁
の

型
、
で
あ
る
。
L
・
バ
イ
ン
ダ
ー
は
、
伝
統
的
、
立
憲
的
、
合
理
的
の
諸
類
型

を
提
出
し
た
の
だ
が
、
ヴ
ェ
し
ハ
ー
の
理
念
型
を
分
析
的
に
パ
タ
ー
ソ
変
数
に

よ
り
依
存
さ
せ
た
点
で
著
者
に
よ
つ
て
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ぽ
、
バ
イ
ン
ダ

ー
の
合
理
的
体
系
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
に
組
織
さ
れ
、
行
政
規
則
は
厳
格
に

体
系
内
の
す
べ
て
の
団
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
か
つ
絶
対
的
正
義
を
求
め
、

妥
協
を
排
す
る
特
性
が
あ
た
え
ら
れ
る
か
ら
、
あ
る
種
の
「
自
然
法
」
的
正
当

性
根
拠
に
な
つ
て
し
ま
う
．
し
か
し
、
こ
の
特
殊
純
粋
型
は
実
は
新
興
諸
国
の

政
治
体
系
と
し
て
は
、
か
え
つ
て
生
々
し
い
現
実
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
静
態

的
類
型
論
と
し
て
最
後
に
登
場
す
る
の
は
E
・
シ
ル
ズ
の
論
脈
で
あ
る
。
シ
ル

ズ
は
、
新
興
諸
国
の
政
治
的
経
歴
は
西
欧
型
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
始
発
す
る
が
、

そ
の
も
つ
諸
間
題
の
緊
急
性
か
ら
逸
脱
を
開
始
す
る
．
そ
し
て
そ
の
際
の
可
能

な
廻
路
は
特
殊
政
治
発
展
と
し
て
寡
頭
制
を
編
入
す
る
。
こ
の
類
型
化
契
機
か

ら
、
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
後
見
的
デ
モ
ク
ラ
シ
i
、
伝
統
的
寡
頭
制
、
全

体
主
義
的
寡
頭
制
、
近
代
化
過
程
に
あ
る
寡
頭
制
、
伝
統
主
義
的
・
復
古
主
義

的
寡
頭
制
、
の
有
名
な
六
類
型
が
提
出
さ
れ
る
。

　
政
治
体
系
の
移
行
過
程
に
着
目
し
た
変
動
論
的
類
型
論
は
、
」
・
H
・
カ
ウ

ツ
キ
ー
と
D
・
E
・
ア
プ
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

の
べ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
（
拙
稿
『
C
・
ギ
ア
ツ
編
・
古
い
社
会
と
新
し
い
国



家
』
・
「
法
学
研
究
」
・
第
三
十
七
巻
第
五
号
（
昭
和
三
十
九
年
五
月
）
、
　
一
〇
四
i
五

ぺ
ー
ジ
）
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
類
型
論
は
、
移
行
型
と
し

て
は
、
前
述
し
た
シ
ル
ズ
の
推
敲
に
は
な
つ
て
い
る
に
し
て
も
、
変
動
過
程
に

有
効
に
対
応
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
現
実
に
移
行
し
た
社
会
を
類

型
化
し
て
い
る
点
で
は
シ
ル
ズ
の
可
能
型
の
方
が
魅
力
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
た

と
え
ば
、
R
・
C
・
タ
ッ
カ
ー
の
コ
党
制
下
に
お
け
る
革
命
的
大
衆
運
動
体

制
」
に
よ
り
以
上
の
学
問
的
生
命
力
を
思
わ
せ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
第
四
章
、
第
五
章
は
と
も
に
「
政
治
体
系
の
概
念
枠
組
」
に
当
て
ら
れ
る
。

著
者
は
ま
ず
W
・
C
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
構
造
・
機
能
分
析
に
よ
つ
て
政
治
体
系

の
一
般
的
諸
概
念
の
整
理
を
行
い
、
国
家
概
念
に
政
治
体
系
概
念
を
代
替
す
る

こ
と
の
分
析
的
有
効
性
を
指
摘
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
論
脈
か
ら
、
政
治
体
系
の

機
能
と
構
造
を
考
察
す
る
可
能
性
を
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、
社
会
学
者
に
よ
る

政
治
体
系
の
認
識
と
、
そ
れ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
し
、
政
治
的
地
位
、
意

思
決
定
の
状
況
に
よ
る
民
主
主
義
体
系
、
非
民
主
主
義
体
系
の
分
類
基
準
、
服

従
者
に
よ
る
指
導
者
の
決
定
の
受
容
の
問
題
、
政
治
過
程
、
政
治
的
均
衡
と
不

均
衡
の
概
念
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

　
政
治
体
系
は
社
会
体
系
の
機
能
的
下
位
体
系
で
あ
る
し
、
社
会
の
目
標
獲
得

下
位
体
系
と
し
て
確
認
さ
れ
な
お
せ
ば
、
そ
こ
で
は
政
府
が
重
要
な
部
分
を
占

め
る
。
か
く
し
て
、
社
会
体
系
か
ら
政
治
体
系
を
隔
離
し
て
、
そ
の
構
造
と
機

能
を
考
察
し
う
る
の
は
、
ま
さ
に
政
府
が
具
体
的
集
団
と
し
て
、
統
合
的
、
類

型
維
持
的
、
経
済
（
適
合
）
的
な
目
標
維
持
機
能
を
も
つ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ア
プ
タ
ー
が
、
社
会
的
階
層
化
体
系
を
政
治
体
系
の

作
用
に
関
連
さ
せ
よ
う
と
し
て
提
出
し
た
政
府
の
分
析
ス
キ
ー
ム
に
よ
つ
て
明

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ヤ

証
さ
れ
る
。
政
府
の
構
造
的
要
件
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
し
て
の
参
加
の
型
に
よ

る
体
系
の
代
表
性
の
程
度
の
測
定
が
、
体
系
の
水
準
で
の
検
討
に
価
す
る
意
味

を
も
つ
て
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
W
・
C
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
政
治
体
系
概
念
の
要
件
は
、
e
そ
の
体
系
の
目
標

の
権
威
的
個
別
化
、
口
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
資
源
の
権
威
的
配
分
、
白
体

系
の
統
合
、
⑳
価
値
と
費
用
の
配
分
、
で
あ
る
が
、
彼
は
D
・
イ
ー
ス
ト
ソ
の

図
式
の
中
核
で
あ
る
要
求
と
支
持
に
資
源
を
加
え
て
入
力
機
能
と
し
、
出
力

と
L
て
右
の
e
日
㊨
を
考
え
る
。
政
治
体
系
の
内
部
構
造
に
彼
は
主
た
る
関
心

を
む
け
る
の
だ
が
、
と
く
に
こ
の
構
造
の
考
察
に
基
本
的
な
も
の
と
し
て
、
役

割
と
そ
れ
を
支
配
す
る
規
範
の
セ
ッ
ト
、
政
治
文
化
（
信
条
と
シ
ン
ボ
ル
）
、

役
割
担
当
者
、
を
想
定
す
る
。
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
概
念
は
、
、
・
・
ッ
チ
ェ

ル
と
ア
ー
モ
ン
ド
を
連
絡
す
る
位
置
に
あ
る
。
彼
の
基
礎
認
識
は
、
政
治
体
系

は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
組
織
の
基
本
的
部
分
で
あ
り
、
政
治
体
系
の
諸
類
型
は
、

個
々
の
社
会
体
系
の
下
で
発
展
し
、
機
能
す
る
の
だ
か
ら
、
政
治
体
系
の
維
持

存
続
は
．
こ
う
い
つ
た
個
々
の
条
件
に
か
か
わ
る
、
と
い
5
点
に
あ
る
。
か
く

し
て
、
政
治
体
系
の
基
本
的
機
能
を
、
e
社
会
に
お
け
る
勢
力
の
権
威
的
使
用

と
規
制
の
正
当
的
独
占
、
⇔
政
治
体
系
自
体
が
そ
の
一
部
を
な
し
て
い
る
体
系

を
維
持
す
る
責
任
、
㊧
内
的
秩
序
の
維
持
、
外
交
関
係
の
規
制
、
社
会
の
主
た

る
集
合
的
目
標
充
足
の
た
め
の
厳
格
な
世
俗
的
制
裁
、
の
三
者
に
認
め
る
．
さ

ら
に
、
政
治
体
系
は
、
e
立
法
的
意
思
決
定
（
な
い
し
「
究
極
的
支
配
」
活
動
）
⇔

行
政
的
活
動
、
㊧
司
法
的
活
動
、
㊨
政
党
政
治
的
活
動
、
に
機
能
的
に
分
割
さ

れ
る
。
O
ω
㊧
は
ア
ー
モ
ン
ド
の
出
力
の
構
成
部
分
と
同
じ
で
あ
る
が
、
⑳
は

出
・
入
両
力
に
関
連
を
も
つ
て
く
る
。
し
か
し
、
よ
り
一
般
的
レ
ベ
ル
で
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七
　
　
　
（
九
九
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

力
1
ー
入
力
の
検
討
に
当
つ
て
の
基
準
は
、
出
力
に
か
ん
し
て
は
、
・
・
ヅ
チ
ェ
ル

に
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
政
治
体
系
は
、
資
源
、
サ
ー
ビ
ス
、
集
合

的
目
標
の
充
足
、
社
会
に
お
け
る
政
治
体
系
の
地
位
の
維
持
、
規
則
的
・
統
合

的
機
能
の
遂
行
な
ど
の
面
で
、
社
会
の
他
の
下
位
体
系
に
依
存
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
こ
れ
ら
の
制
度
的
領
域
と
政
治
体
系
の
も
つ
特
殊
な
支
持
、
要
求
の
持

続
的
相
互
作
用
が
、
社
会
に
お
け
る
政
治
過
程
の
動
態
を
構
成
す
る
の
で
あ

る
。　

ア
ー
モ
ソ
ド
の
場
含
、
一
九
六
〇
年
の
枠
組
を
修
正
し
、
そ
の
静
態
性
を

克
服
す
る
意
味
で
、
政
治
変
動
を
発
展
的
に
把
握
す
る
試
み
を
行
つ
た
。
そ
こ

で
は
、
一
般
体
系
概
念
に
お
い
て
類
型
化
さ
れ
る
能
力
、
転
換
機
能
、
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

体
系
維
持
と
適
応
機
能
の
相
互
関
係
に
力
点
が
お
か
れ
る
。
そ
し
て
、
政
治
体

う
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ち
　
　
　
ぬ
　
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

系
の
理
論
は
、
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
水
準
の
機
能
間
の
関
係
と
、
そ
れ
ぞ
れ

も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

の
水
準
で
の
諸
機
能
の
相
互
関
係
の
確
認
か
ら
な
り
た
つ
の
で
あ
り
、
政
治
変

動
の
理
論
は
、
政
治
体
系
と
、
一
般
的
な
体
系
的
実
践
活
動
に
お
け
る
変
化
に

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
う
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ち

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
環
境
、
な
い
し
は
体
系
の
適
応
機
能
と
転
換
機
能
の
遂

ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
や
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ら
　
　
　
め
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

行
の
点
で
の
変
化
に
結
び
つ
い
て
い
る
能
力
と
の
関
係
を
対
象
と
す
る
こ
と
に

な
る
。
〔
拙
稿
『
政
治
体
制
論
の
新
展
開
』
ち
法
学
研
究
」
・
第
三
十
九
巻
第
一
号
（
昭

和
四
十
一
年
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
〕

　
J
・
S
・
コ
ー
ル
マ
ン
は
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
機
能
分
析
を
適
用
し
た
事
例
研

究
を
結
論
づ
け
る
に
当
つ
て
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
ス
キ
ー
ム
を
超
克
す
る
必
要
を

認
め
た
が
、
バ
イ
ソ
ダ
：
の
場
合
は
、
こ
の
指
摘
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
、
政
治

体
系
概
念
の
不
備
を
批
判
す
る
点
に
ま
で
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ー
モ
ン
ド

の
七
機
能
分
析
の
強
調
点
は
、
そ
れ
が
政
治
の
全
体
系
の
分
析
に
有
効
だ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ニ
八
　
　
　
（
九
九
六
）

う
点
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
政
治
体
系
の
本
質
に
か
ん
す
る
概
念

化
が
よ
り
推
敲
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
体
系
論
者
は
、
フ
ォ
！
マ

ル
で
制
度
的
な
範
疇
に
ふ
く
ま
れ
る
存
在
物
に
力
点
を
あ
た
え
な
い
で
、
政
府

の
機
能
、
政
治
的
事
象
、
体
系
内
で
の
行
動
を
問
題
に
す
る
が
、
政
治
体
系
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
リ
　
テ
　
イ

本
質
に
か
ん
す
る
定
義
化
が
等
閑
に
ふ
さ
れ
る
。
政
治
体
は
、
政
治
活
動
の
社

会
的
範
囲
と
し
て
体
系
と
し
て
言
及
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
だ
が
、
そ
の
場
合

の
範
囲
内
の
実
質
が
確
認
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
政
治
体
系
の
意
味
は
削
減
さ
れ

て
し
ま
う
。

　
か
く
し
て
バ
イ
ン
ダ
ー
は
、
体
系
の
比
較
概
念
を
設
定
す
る
べ
く
一
般
理
論

の
構
築
を
試
み
る
。
彼
は
、
政
治
行
動
の
諸
類
型
と
共
に
倫
理
的
体
系
の
存
在

を
認
め
る
点
か
ら
出
発
し
、
政
治
行
動
と
信
条
を
政
治
体
系
の
二
要
素
と
す
る
．

か
く
し
て
彼
の
主
張
は
、
政
治
体
系
を
構
成
す
る
の
は
、
既
存
の
価
値
配
分

の
正
当
性
に
挑
戦
し
、
あ
る
い
は
維
持
す
る
よ
う
に
諸
政
治
過
程
に
組
織
化
さ

れ
、
制
度
化
さ
れ
た
行
動
の
諸
類
型
で
あ
る
か
ら
、
問
わ
る
べ
き
は
権
力
と
正

当
性
の
関
係
だ
、
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
の
研
究
は
、
社
会
的
相
互
作

用
に
お
け
る
社
会
権
力
の
正
当
化
の
研
究
に
等
し
く
な
る
。
政
府
の
機
能
は
政

治
体
系
に
お
け
る
権
力
の
正
当
化
で
あ
り
、
政
治
的
権
力
関
係
は
、
政
府
に
よ

つ
て
恒
久
化
し
よ
う
と
す
る
権
力
関
係
に
な
る
。
か
く
て
、
政
治
体
系
は
、
権

力
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
限
ら
れ
た
方
法
を
通
じ
て
、
提
出
さ
れ
た
権
力
関

係
の
調
停
状
況
を
内
実
と
す
る
。
最
後
に
著
者
は
、
正
当
性
概
念
に
よ
る
分
析

方
法
と
し
て
、
　
リ
プ
セ
ッ
ト
（
「
政
治
の
な
か
の
人
間
」
第
三
章
）
を
バ
イ
ン
ダ

ー
の
分
析
枠
組
の
補
遺
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
。

　
第
六
章
「
経
済
的
・
社
会
的
発
展
と
政
治
体
系
し
で
鳳
、
た
と
え
ば
リ
プ
セ



ッ
ト
が
、
デ
モ
グ
ラ
シ
ー
と
経
済
発
展
の
颪
接
的
関
連
を
実
証
的
に
説
明
し
た

点
を
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
分
析
か
ら
生
じ
た
結
果
と
対
照
さ
せ
て
い
る
．
す
な
わ

ち
、
そ
の
結
果
は
、
工
業
化
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
出
現
な
い
し
成
長
を
保
障
す

る
、
と
い
う
一
般
化
を
確
認
す
る
点
に
ま
で
は
達
し
な
か
つ
た
。
か
く
し
て
、

ラ
・
バ
ロ
ソ
バ
ラ
が
、
近
代
化
を
経
済
的
近
代
化
と
等
置
す
る
認
識
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
高
度
の
発
展
を
と
げ
た
工
業
社
会
を
範
型
と
す
る
決
定
論
的
、
一

元
論
的
政
治
進
歩
の
理
論
に
つ
な
が
る
、
と
の
指
摘
の
妥
当
性
が
で
て
く
る
。

ま
た
バ
イ
ン
ダ
ー
が
、
経
済
的
・
社
会
的
諸
条
件
を
政
治
体
系
に
関
連
づ
け
る

し
方
は
、
「
政
治
体
系
」
に
よ
つ
て
意
昧
す
る
こ
と
を
正
確
に
明
ら
か
に
し
て

い
る
か
ぎ
り
で
有
効
で
は
あ
る
が
、
経
済
発
展
が
独
立
変
数
に
な
る
の
な
ら
、

少
く
と
も
同
様
に
、
独
立
し
た
政
治
変
数
に
か
ん
す
る
信
頼
で
ぎ
る
情
報
を
求

め
る
の
が
基
本
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
点
も
意
味
が
で
て
く
る
。

　
確
か
に
、
リ
プ
セ
ッ
ト
、
コ
；
ル
マ
ン
、
K
・
ド
イ
ッ
チ
ュ
と
い
つ
た
人
び
と

に
し
て
も
．
政
治
体
系
を
想
定
す
る
以
前
に
、
そ
の
構
成
要
素
の
セ
ッ
ト
を
さ

ぐ
り
、
同
種
属
の
現
象
を
比
較
す
る
以
前
に
、
全
体
系
と
の
関
連
に
つ
い
て
の

質
的
判
断
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
う
し

た
批
判
を
確
認
し
た
上
で
、
さ
ら
に
西
欧
世
界
に
お
け
る
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
出
現
は
、
緊
密
に
因
果
的
に
工
業
化
に
関
連
し
て
い
た
、
と
い
う
命
題
を

否
定
的
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
「
工
業
化
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
分
析
を
行
つ

た
K
・
ド
・
シ
ュ
ワ
イ
ニ
ッ
ツ
に
言
及
し
て
い
る
。

　
最
終
の
第
七
章
「
構
造
ー
機
能
分
析
」
で
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
つ
問

題
性
と
有
効
性
が
論
じ
ら
れ
る
．
著
者
は
、
ブ
レ
ド
マ
イ
ヤ
ー
と
ス
テ
フ
ァ
ン

ソ
ン
の
薯
書
（
§
恥
国
8
良
篤
蹄
＆
曽
亀
ミ
Q
o
毬
融
§
。
。
“
這
露
）
に
よ
つ
て
、
各
種
の

　
　
　
紹
介
と
批
評

機
能
を
説
明
し
た
後
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
論
脈
を
か
り
て
構
造
－
機
能
論
を
説
明

し
、
社
会
が
機
能
的
統
合
体
系
で
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
、
す
べ
て
の
構
造
が
体

系
維
持
的
－
正
機
能
的
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
社
会
変
動
に
機
能
論

が
対
応
し
き
れ
ま
い
、
と
す
る
批
判
に
た
い
し
て
、
そ
れ
は
む
し
ろ
誤
ま
て
る

理
解
、
あ
る
い
は
理
解
し
ま
い
と
す
る
頑
な
さ
に
よ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も

正
、
逆
の
機
能
「
概
念
」
は
現
実
理
解
へ
の
手
段
な
の
だ
と
す
る
。
と
同
時

に
、
T
・
B
・
ボ
ッ
ト
モ
ァ
と
W
・
G
・
ラ
ン
シ
マ
ン
の
批
判
的
見
解
を
そ
れ

に
対
置
さ
せ
る
。
ボ
ッ
ト
モ
ア
は
、
結
局
、
社
会
現
象
の
機
能
的
説
明
は
で
き

る
に
し
て
も
、
社
会
変
動
の
重
要
な
現
象
は
十
分
に
説
明
で
き
な
い
か
ら
、
そ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
限
定
さ
れ
た
有
効
性
し
か
も
ち
え
な
い
、
と
主
張
す
る
。
ま

た
多
く
の
場
合
、
社
会
活
動
が
社
会
体
系
の
維
持
に
た
い
し
て
行
う
貢
献
を
、

評
価
的
用
語
を
用
い
ず
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
さ
ら
に
、
専
門
的

機
能
を
特
殊
な
社
会
活
動
に
単
純
に
帰
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
し
て
、
機
能

論
は
「
理
論
」
た
り
え
な
い
．
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
ラ
ン
シ
マ
ン
は
、

機
能
が
体
系
内
で
は
た
さ
れ
る
構
造
と
様
式
を
比
較
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
機
能
論
に
よ
つ
て
説
明
的
理
論
は
提
出
で
き
、
社
会
学
的

因
果
関
係
を
特
有
の
も
の
と
し
て
、
生
物
学
か
ら
の
類
推
の
意
義
と
．
体
系
の

諸
目
標
の
考
察
へ
の
機
能
的
用
語
の
意
味
を
認
め
る
。
と
く
に
彼
は
，
原
因
・

結
果
の
機
能
的
叙
述
を
、
体
系
の
所
定
の
容
認
可
能
な
状
態
、
ま
た
は
あ
る
意

味
で
、
体
系
と
同
一
視
し
う
る
諸
目
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
結
び
つ
き
は
単
に
、
原
因
・
結
果
の
特
定
の
記
述
に

す
ぎ
な
い
か
ら
、
価
値
判
断
を
ふ
く
む
と
は
限
ら
な
い
。

　
次
に
箸
者
は
、
社
会
体
系
に
お
け
る
均
衡
の
概
念
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
九
　
　
　
（
九
九
七
）
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介
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う
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ぬ
　
　
ヤ

界
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
純
粋
に
発
見
的
方
法
と
し
て
利
用
し
ょ
う
と

す
る
イ
ー
ス
ト
ン
を
扱
つ
た
後
、
S
・
バ
ー
ナ
ー
ド
を
、
政
治
体
系
の
構
造
！

機
能
的
理
論
化
の
試
み
と
し
て
、
か
な
り
詳
細
に
紹
介
す
る
（
国
呂
三
毯
α
、
茸

夢
ひ
＆
Φ
葺
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。
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。
　
“
ハ

ー
ナ
ー
ド
は
、
生
物
学
的
説
明
方
法
と
社
会
機
能
の
概
念
を
、
論
理
的
・
数

学
的
説
明
方
法
と
社
会
学
的
法
則
の
観
念
に
結
び
つ
け
よ
う
と
試
み
、
問
題

を
、
e
政
治
体
系
を
社
会
体
系
の
一
下
位
体
系
と
み
な
し
た
場
合
、
そ
の
関
連

に
み
あ
つ
た
政
治
体
系
の
理
論
は
、
ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
か
、
⇔
同
じ
体
系

の
理
論
が
、
諸
変
数
間
の
機
能
的
連
環
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
と
ら
れ
る
場

合
、
ど
う
い
う
形
を
と
る
か
、
㊧
二
つ
の
機
能
主
義
（
す
な
わ
ち
、
生
物
学
的

と
数
学
的
）
は
、
い
か
に
し
て
、
ま
た
ど
の
程
度
ま
で
相
互
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
か
、
と
提
出
す
る
。
彼
に
と
つ
て
政
治
現
象
と
は
、
社
会
生
活
の
す
べ
て
の

側
面
に
か
か
わ
る
基
本
原
理
を
も
つ
た
総
合
的
現
象
で
あ
り
、
そ
こ
に
ふ
く
ま

れ
る
分
野
は
、
社
会
学
的
研
究
の
分
野
全
体
を
構
成
す
る
。
政
治
体
系
と
は
、

政
治
分
析
に
よ
つ
て
考
察
さ
れ
る
諸
要
素
の
総
計
で
あ
り
、
権
威
、
勢
力
、
集

合
的
態
度
、
社
会
的
地
位
が
そ
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ア
ク
タ
き

な
把
握
に
た
つ
て
、
要
因
、
影
響
力
、
反
作
用
の
概
念
を
用
い
、
政
治
社
会
学

の
基
本
原
理
を
追
求
す
る
。
す
な
わ
ち
、
e
諸
要
素
の
普
遍
的
相
互
依
存
性
、

⇔
影
響
力
の
相
互
性
、
㊧
影
響
力
の
非
均
質
性
、
㊨
影
響
力
に
関
連
す
る
反
作

用
の
依
存
性
、
と
い
つ
た
社
会
学
の
原
理
を
設
定
し
、
こ
れ
を
政
治
体
系
概
念

に
適
用
す
る
。
こ
の
作
業
か
ら
、
統
治
体
系
の
潜
在
的
権
威
は
、
服
従
者
の
政

治
的
態
度
に
依
存
す
る
こ
と
を
示
し
、
政
治
現
象
の
本
質
は
、
権
威
が
、
権
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
　
　
（
九
九
八
）

自
体
に
依
存
す
る
要
素
よ
り
も
、
社
会
学
的
諸
要
素
に
依
存
す
る
点
に
あ
る
と

さ
れ
る
．
さ
ら
に
、
も
し
政
治
体
系
を
諸
変
数
の
複
合
体
と
み
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
e
服
従
者
グ
ル
ー
プ
の
状
況
、
⇔
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
態
度
、
と
く
に
権

威
に
た
い
す
る
同
意
と
反
対
、
㊧
政
治
的
権
威
と
そ
の
下
に
あ
る
勢
力
、
の
三

水
準
か
ら
な
る
と
さ
れ
、
政
治
的
態
度
－
状
況
、
権
威
ー
勢
力
お
よ
び
政

治
的
態
度
の
関
連
で
分
析
へ
の
通
路
が
ひ
ら
か
れ
る
。
権
威
、
勢
力
、
同
意
、

反
対
は
、
こ
こ
で
は
、
四
つ
の
変
数
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
バ
ー
ナ
ー

ド
は
、
さ
ら
に
政
治
生
活
の
細
部
の
分
析
に
入
り
、
六
つ
の
命
題
を
提
出
し
て

い
く
の
で
あ
る
。
最
後
に
著
者
は
D
・
E
・
ア
プ
タ
ー
に
よ
つ
て
（
｝
器
二
孟
竃
㌣

8
の
”
＆
岡
9
ξ
Φ
U
Φ
〈
Φ
一
8
ヨ
Φ
耳
一
ぼ
9
§
醤
噛
§
帖
慧
鵠
箋
§
。
。
、
卜
笥
§
匙
ミ
一
a
・
・
ξ

露
国
鼻
§
訂
彗
山
U
南
＞
葺
Φ
吋
」
8
㎝
）
、
構
造
－
機
能
分
析
と
行
動
主
義
の
相
違

性
を
整
理
し
、
比
較
分
析
の
最
近
の
状
況
を
示
し
て
、
本
章
を
終
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
※

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
政
治
体
系
論
の
内
容
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ち

支
え
る
体
系
論
者
の
方
法
の
整
理
が
目
的
で
あ
り
、
紹
介
を
中
心
と
す
る
の

　
　
ヤ
　
　
や

で
、
統
合
を
意
図
し
て
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
論
者
の
論
脈
は
か
な
り
無
理

し
て
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
欧
米
に
あ
つ
て
も
こ
の
種
の
書
物
は
な

く
、
こ
の
学
問
領
域
は
、
こ
う
し
た
要
約
を
必
要
と
す
る
段
階
に
ま
で
発
展
を
と

げ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
り
し
か
し
、
現
代
政
治
学
の
方
法
論
的
多
様
性
は
、
混

沌
の
な
か
で
の
生
命
力
の
燃
焼
を
意
味
す
る
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
要
約
の
た

め
に
は
、
要
約
す
る
者
の
立
場
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
意
義
も
意
味
も
な
く

な
つ
て
し
ま
う
。
私
に
し
て
も
、
著
者
と
同
じ
よ
う
に
紹
介
す
る
こ
と
に
懸
命

の
努
力
を
払
つ
て
き
た
。
し
か
し
私
は
、
政
治
体
系
論
が
現
代
政
治
理
論
と
し



て
意
義
を
も
ち
う
る
点
の
認
識
に
私
を
賭
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
私
」
が
欠

如
す
れ
ば
、
そ
う
で
な
く
て
も
難
解
で
、
専
門
政
治
研
究
者
で
す
ら
、
こ
の
分

野
で
の
訓
練
と
知
識
が
な
け
れ
ば
、
ま
つ
た
く
素
人
と
変
ら
な
い
こ
の
学
問
の

現
代
性
は
了
解
で
ぎ
な
い
。
著
者
が
「
社
会
学
的
ア
プ
β
i
チ
」
と
か
た
ず
け

て
し
ま
つ
た
点
に
、
本
書
の
失
敗
の
原
因
が
あ
る
。
多
数
の
方
法
論
を
大
項
目

で
整
理
す
る
こ
と
は
、
整
理
す
る
側
で
概
念
的
整
理
が
完
了
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
政
治
体
系
論
は
、
D
・
イ
ー
ス
ト
ソ
が
想
定
し
た

政
治
学
一
般
理
論
へ
の
抱
負
と
、
G
・
A
・
ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
の
比
較
政
治
学

者
の
概
念
設
定
の
契
機
と
な
つ
た
分
析
概
念
と
し
て
の
そ
れ
と
が
識
別
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
．
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
概
念
設
定
が
、
伝
統
的
政
治
学
と
ど
こ
で

訣
別
し
、
ど
こ
で
結
び
つ
く
か
、
そ
し
て
ど
れ
だ
け
過
去
の
遺
産
を
担
い
、
ま

た
隣
接
諸
科
学
か
ら
自
主
的
に
概
念
の
移
植
を
は
か
り
、
ま
た
定
着
を
は
た
し

た
か
、
を
明
確
に
指
摘
し
な
け
れ
ぽ
、
政
治
学
と
し
て
の
命
脈
は
尽
き
て
し
ま

う
。
著
者
が
政
治
学
者
の
社
会
学
的
知
識
の
欠
如
を
嘆
く
の
は
正
し
い
。
し
か

し
著
者
は
嘆
ぎ
の
あ
ま
り
．
政
治
権
力
、
政
治
的
権
威
と
い
つ
た
理
念
を
、
社

会
学
で
い
う
よ
り
包
摂
的
な
概
念
に
す
り
か
え
て
し
ま
つ
た
こ
と
に
気
づ
か
な

い
。
社
会
学
者
が
お
ち
入
る
陥
穽
に
著
者
ば
み
ず
か
ら
埋
没
し
て
い
る
。
そ
れ

は
一
つ
に
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
！
ー
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
流
れ
を
担
つ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

知
識
社
会
学
の
ア
メ
リ
カ
型
系
譜
を
、
著
者
自
身
が
十
分
理
解
せ
ず
、
「
政
治

体
系
」
論
に
面
と
向
か
つ
て
し
ま
つ
た
驚
愕
か
ら
生
れ
た
興
味
に
し
か
本
書
執

筆
の
動
機
が
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
個
別
科
学
が
社
会
科
学
と

し
て
統
合
さ
れ
よ
う
と
す
る
歴
史
的
時
点
と
し
て
の
現
在
に
お
い
て
、
社
会
科

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

学
を
社
会
学
と
思
い
こ
む
悪
し
き
時
流
に
流
さ
れ
た
典
型
で
あ
る
。
こ
の
領
域

で
の
最
初
の
紹
介
の
意
図
は
評
価
さ
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
意
義
は
か
く
し
て
か

な
り
失
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
近
刊
を
伝
え
ら
れ
る
R
・
コ
ー
エ
ン
の
著
書
（
甲

O
o
訂
P
9
蓉
岩
壕
§
帖
竃
㌻
§
魯
＆
の
毬
ξ
§
少
Z
イ
”
U
自
三
Φ
鼠
『
や
O
ε
へ
の
期

待
増
加
に
つ
な
が
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
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